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久保田競 ･小嶋祥三 ･三上章允 ･松村道一
研究概要
A)前頭葉の研究
1)前頭連合野の条件づけ形成機構の研究
久保田尭尭
視覚刺激を手掛りにしたGO/NO-GO課題を
学習する時､手掛りと反応の連合ができ､視覚と
反応に関与したニューロン活動が新たに出現する
が､そのニューロンの視覚性性質の決定｡
2)前頭前野の運動学習によるGABAの関与
した可塑的変化の研究
久保田競･大石高生
アカゲザル前頭前野の弓状部にピタクリンを注
入すると､対称強化型GO/NO-GO課題の学習
後には学習前と異なり､課題遂行時のレバー放し
反応に似た腕と手の運動が現れた｡この領野で刺
激と反応の連合が起こることが示唆される｡
3)GO/NO-GO課題の刺激-反応連鎖に対
する報酬の役割
久保田規･宮地剛士
頭前野内機能分化を調べている｡
4)テコ放し超勤の発現に関与するニューロン
活動の前頭平内の分布
久保田奴･岩測 輝
テコから手を放す運動を行っているとき､左右
の前頭茄の遊動関連小領域のニューロン活動が時
間的 ･空間的にどの様に分布しているかを､炭素
入りガラス電極でマルチニューロンの活動を記録
してあさらかにする｡
5)視覚性GO/NO･GO課題におけるノルア
ドレナリンとGABAの役割
久保田競･李 疎明
視覚刺激に応じるニューロンにノルアドレナリ
ンとその阻害剤､GABAとその阻事剤を電気泳
動的に与えて､行動発現におけるこれらの物質の
役割を明らかにする｡
B)頭頂葉の研究
サルの頭頂連合野でのフィードバック情報の意
味の神経生理学的研究
久保田奴 ･河本敏男
サルが手を祝先日培物に接近させている時に､
頭頂連合野のニューロン活動を､炭素入りガラス
電極で記録し､反応バタンを解析し､それらの細
胞層を決定する｡
C)側頭葉と言己憶
1)校雑な画像の識別と記憶の脳内機構の研究
三上孝允･久保田放･中村克樹
枚雑な画像 (サルやヒトの改､サルの全身像な
ど)の識別と記憶の脳内過程を調べる目的で､テ
レビ画像の継時弁別課題遂行時に､上側頭溝から
ニューロン活動を記録し､里示した画像の種頬と
その行動条件､特定の画像の短期記憶とニューロ
ン活動の関係を解析した｡
2)視覚弁別課題遂行における扇桃核の生理学
的研究
三上苛允･久保田競･中村克樹
佃動を引きおこす刺激評価の脳内機構を調べる
目的で､枚維な視覚刺激の継時弁別課題遂行時に､
サル扇挑核からニューロン活動を記録し､刺激の
種琉 ･呈示条件 ･短期記憶とニューロン活動の関
係を解析した｡
GO/NO-GO課超での報酬の有鰍 こよるニュー
ロン活動の違いから､刺激一反応連鎖に関わる前 D)運動祝能力の発達と環境の研究
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